














第 章 視知覚に関する諸理論2











第 章 対象地選定及び概要3









第 章 連続的な視点場の定義と発生類型4













第 章 景観構成要素の特性5
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図5－12 各系列別占有率による類型化
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景観構成要素の出現傾向にみる特性分析5

構成要
の占有
特性

構成要素の占有率特性
にみる類型

①G (緑地の影響が大きい)
②P (道路の影響が大きい)
③E (その他)

大分類

構成要素の占有率特性
にみる類型

① G1(緑地－道路)
② G2(緑地－道路－建物)
③ G3(緑地－道路－空)
④ G4(緑地－地面)

⑤ P1(道路－空)
⑥ P2(道路－緑地)
⑦ P3(道路－地面)

中分類

構成要素の占有率特性
にみる類型

① A04～C01 (単独系列)
② S-M (100ピクセル以上系列

の多重出現) 
③ S-L (100ピクセル以下系列

の多重出現)
④ S-Z (他の系列の出現無し)

小分類







第 章 360°VR画像イメージに関する検証6















図6－10 両イメージの占有量変化及び分布状況（Op&Osグルプ）

占有量の変化状態及びイメージ別類型

占有率変化
魚眼レンズで撮影したイメージは占有率の変化が
緩やかである（25系列）が、ノーマルレンズで撮影
したほとんど占有率の変化が激しい。

ノーマルの方が緩やかなのは「海印寺、松広寺の
B06、通度寺A03、B02、松広寺B03系列」の5系列

360°VR画像イメージに関する検証6







第 章 総括7


















